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あらまし  スマートフォンの登場により，写真撮影とメール通信を組み合わせるといった単純な利用だけでなく，

撮影動作と同時に，位置，撮影向き，時刻といった付帯情報付きの画像を瞬時にしてサーバへ送出する機構を作り

出すことが可能となってきた．我々はこの瞬時アップロード機能により集められた携帯電話画像を収集し，実世界

検索に用いる，「きときと写真」システムを開発している．本発表では，きときと写真の概要および Android 上の

設計・実装について述べる． 
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Abstract  The advent of smart phones has facilitated a system of sending an camera image with additional information such 

as the position, orientation, time of the image capturing to a server. Based on this function, we have developed a system called 

Kitokito in which instantly uploaded mobile-phone images are collected and searched to identify the current status of a 

specified area. 
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1. まえがき  

携帯電話の進化の過程で，カメラ機能が付加され，

ケータイカメラで撮影した画像が電子メールで送

られ，知人間で共有されるのが一般的になってきた．

スマートフォンでは，さらに，携帯電話で取得でき

るセンサデータを撮影画像と同時に送り出すこと

もプログラミングで可能となった．我々は，こうし

たスマートフォンの機能を利用して，不特定多数の

人が撮影位置，向き，その他の付帯情報と共に画像

取得と同時にサーバにアップロードし，アップロー

ドされた画像が一般に利用されることを可能とす

る「きときと写真」システムを開発している．本稿

では，きときと写真の目的，システム構成について

記す．  

2. 目的  

ブログを補完する手段，あるいは置き換える手段し

て，Twitter 利用が浸透しつつある．Twitter の特徴は

即時性である．情報発信者が，見聞したことを即時発

信することにより，Twitter メッセージの受信者は，

「つい，この 2 分前に起きた」ことを知ることができ



 

 

る．Twitter 同様に，街中の様子をケータイカメラで

取り，撮る動作と同時にネットワーク上に存在するサ

ーバにアップロードでき，他人が閲覧できる形式にな

れば，「実世界の街の様子を実時間」で知らせること

が可能となる．これを実現するためには，多くの人が

「写真レポーター」となる必要があり，このシステム

は，操作容易性が普及の鍵となる．そのため，ケータ

イカメラで撮影した後に，サーバへアップロードする

という動作が別になっているのではなくて，撮影とア

ップロードが同時に行われることが望ましい．また，

昨今のケータイカメラに内蔵される加速度，ジャイロ

等のセンサ情報を同時に付加することにより，写真で

は得られない情報も同時に伝えることも狙う．  

3. システム設計  

本章では，きときと写真システムの Android 上の実

装について述べる．本システムは，消費電力を抑え，

生活携帯上でも問題なく使用でき，気軽に写真をアッ

プロードできることを実装方針とする．  

 

図 .1 きときと写真システムの概要  

3.1.  システム概要  

システムの概要を図 .1 に示す．同図の中の各モジ

ュールは以下のとおりである．  

・Kito2Camera: Android 上の main クラス．  

・FileWriter : 写真撮影時に jpg 画像を生成する．  

・LocationRetriever : 位置情報を取得する．  

・OrientationRetriever : 方位情報を取得する．  

・HttpPost : サーバへ画像を送信する．  

Kito2Camera はプログラムの動作を統括している

クラスである．FileWriter は撮影時に画像を生成し，

ローカルに画像を保存する．LocationRetriever は位

置情報を取得するクラスであり，クエリに対して位

置情報を返す．OrientationRetriever は方位情報を取

得するクラスであり，クエリに対して方位情報を返

す．HttpPost は画像をサーバへ送信するクラスであ

る．Base64 は Java に標準で備わっている API を

Android 用に手直ししたものである．  

3.2.  LocationRetriever 

LocationRetriever は基本的に GPS を利用して，位

置情報を取得する．位置情報は LocationListener が

位置情報が変更されるたびに，位置情報を更新する．

しかし，位置情報を常に更新し続けていると，携帯

端末の消費電力が大きくなってしまい，パワーダウ

ンを引き起こしてしまうという問題がある．そこで，

位置情報の取得の手法として，タイマータスクを用

いて，LocationListener の制御を行う．タイマータス

クによる一定間隔で位置情報の更新を行うことで，

更新の頻度を制御することが可能となり，消費電力

の大幅な増加を避けることができる．また，屋内で

は GPS による位置情報の取得ができないため，WiFi

による位置情報の取得を行う．  

4. 関連研究  

携帯電話で撮影された写真の共有に関する研究

としては Risto Sarvas らの研究 [1]や Marc Davis らの

研究 [2]がある．これらの研究は撮影された写真を容

易にアップロードし Web 上で閲覧できる点で，本研

究と同一である．本研究では，即時性を提供する点

に新規性がある．  

5. むすび  

本稿では，携帯電話画像を利用して実世界検索を

提供するきときと写真の概要を述べた．現在，ユー

ザ端末として，Android 上にきときと写真の機能を

実装している．今後は，一般公開に向けて完成度を

高めて行く予定である．  
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